
 

Gemini 2.5 Pro Deep Think の性能に関する包括的分析レポート 

Gemini Deep Research  

 

エグゼクティブサマリー：Gemini 2.5 Pro Deep Think の分析的概要 

 

本レポートは、Google DeepMind が開発した最先端 AI モデル、Gemini 2.5 Pro with 
Deep Think（以下、Deep Think）の性能について、技術的基盤、定量的ベンチマー

ク、戦略的応用、そして市場における位置付けを包括的に分析するものである。Deep 
Think は、単なる既存モデルの漸進的な改良ではなく、特に複雑で多段階の推論が要求

される領域において、AI の能力を飛躍的に向上させることを目的とした戦略的プロダ

クトとして位置づけられる。その中核には、従来の直線的な思考プロセス（Chain-of -
Thought）とは一線を画す「並列思考（Parallel Thinking）」という新たな推論パラダ

イムが存在する。これは、複数の仮説や解決策を同時に展開・評価・統合する能力であ

り、モデルの頑健性と創造性を大幅に向上させる 1。 

この技術的ブレークスルーは、国際数学オリンピック（IMO）2025 における金メダル

級の性能達成という画期的な成果によって実証された 2。これは、AI が人間のトップレ

ベルの知性が試される領域で、自然言語を介して直接的に問題解決を行えるようになっ

たことを示す象徴的な出来事である。さらに、LiveCodeBench や AIME 2025 といっ

た競争の激しいコーディングおよび数学ベンチマークにおいても、競合モデルを大きく

引き離す最高水準のスコアを記録しており、その卓越した専門能力を裏付けている 3。 

しかし、このフロンティア性能は、莫大な計算コストという大きな制約と表裏一体であ

る。Deep Think へのアクセスは、月額$249.99 という高価格帯の「Google AI Ultra」
サブスクリプションに限定され、さらに 1 日あたりの利用回数も厳しく制限されてい

る 5。これは、最先端の AI 能力と、その実用化に伴う経済的・技術的現実との間のト

レードオフを明確に示している。 

結論として、Gemini 2.5 Pro with Deep Think は、Google が AI 研究の最前線における

リーダーシップを誇示するための「能力のシグナル」であると同時に、AI の推論能力

が新たな段階に入ったことを示すマイルストーンである。その性能は、科学研究や高度

なソフトウェア開発といった専門分野において、AI を単なるツールから真の協働パー



トナーへと昇華させる可能性を秘めている。一方で、そのアクセス性とコストの課題

は、今後の AI 技術の民主化に向けた重要な指標となるだろう。 

 

第 1 部：アーキテクチャの基盤とコア技術 

 

Deep Think の卓越した性能を理解するためには、その根底にある技術スタックを解剖

する必要がある。本セクションでは、ベースとなる Gemini 2.5 Pro モデルのアーキテ

クチャから、Deep Think 特有の推論拡張機能に至るまで、その技術的詳細を段階的に

解説する。 

 

1.1 Gemini 2.5 Pro ベースモデル：スパース性による効率性 

 

 

コアアーキテクチャ 

 

Gemini 2.5 モデルファミリーは、スパースな混合エキスパート（Mixture - of- Experts、
MoE）トランスフォーマーアーキテクチャを基盤としている 7。この設計は、大規模モ

デルの計算コストを管理する上で極めて重要である。すべてのトークンに対して全パラ

メータを活性化させる高密度（Dense）モデルとは異なり、MoE モデルは各トークン

を専門的なパラメータのサブセット、すなわち「エキスパート」へと動的にルーティン

グすることを学習する。これにより、モデルの総パラメータ数とトークンあたりの推論

コストを分離することが可能となり、はるかに大規模なモデルを効率的に学習・提供で

きるようになる 7。特に Gemini 2.5 シリーズは、前世代と比較して大規模学習の安定性

と最適化ダイナミクスが向上しており、事前学習直後から優れた性能を発揮する 7。 

この MoE アーキテクチャの採用は、単なる効率化のための選択ではない。後述する

「並列思考」のような計算集約的なプロセスを実用化するための、アーキテクチャ上の

前提条件となっている。並列思考は、複数の思考系列を同時に実行することを意味する

が 1、これを高密度モデルで実現しようとすれば、巨大なモデルの複数インスタンスを

稼働させることに等しく、計算コストが天文学的な数値になる。しかし、MoE アーキ



テクチャであれば、異なる仮説や解決経路を、単一の巨大モデル内に存在する異なるエ

キスパート群に割り当てることで、並列思考を効率的に実装できる可能性がある。この

ように、MoE アーキテクチャが提供するハードウェアとコストの効率性が、並列思考

というアルゴリズム上の革新を支えており、この相乗効果が Google の戦略的優位性の

源泉となっている。 

 

学習データとインフラストラクチャ 

 

Gemini 2.5 Pro は、ウェブドキュメント、コード、画像、音声、動画など、多岐にわた

るモダリティを含む大規模なデータセットで学習されており、その知識カットオフは

20 25 年 1 月である 7。学習プロセスには、Google 独自の Tensor Processing Unit
（TPU）、特に TPUv5p アーキテクチャが使用されており、これは超大規模な計算処理

に特化して設計されている 8。この強力なインフラが、モデルの高度な能力を支える土

台となっている。 

 

ネイティブなマルチモーダル性 

 

継承され、さらに強化された重要な特徴が、ネイティブなマルチモーダル性である。こ

のモデルは、テキスト、画像、音声、動画といった異なるモダリティを後付けで処理す

るのではなく、設計当初から統合的に理解し、推論する能力を持つように構築されてい

る 7。 

 

1.2 「思考」パラダイム：推論強化のための制御可能なコンピュート 

 

 

「思考」の概念 

 



Gemini 2.5 モデルは、本質的に「思考するモデル」として設計されており、応答を生

成する前に内部で思考を巡らせる能力を持つ 11。これは、単なるパターンマッチングや

次トークン予測からの進化であり、より意図的な分析、論理的結論の導出、文脈の統合

といったプロセスを含む 13。 

 

適応的かつ予算化された思考 

 

この機能は、開発者やユーザーにとって重要な制御メカニズムであり、性能とコスト・

レイテンシの間の直接的なトレードオフを可能にする 11。 

● 適応的制御：特定の予算が設定されていない場合、モデルは与えられたタスクの複

雑性を評価し、それに応じて割り当てる「思考」（すなわち計算リソース）の量を

自動的に調整する 11。 
● 予算化された制御：開発者は「思考予算」（例：Vertex AI 上の 2.5 Pro では最大

32K トークン）を設定することで、リソース使用量を微調整できる 7。これによ

り、低レイテンシ・高スループットのタスクから、深く複雑な分析まで、様々なア

プリケーションに合わせた最適化が可能となる 18。 

この「適応的かつ予算化された思考」機能は、推論そのものの製品化を意味する。

Google は静的なモデルへのアクセスを販売しているだけでなく、制御可能でスケーラ

ブルな「計算的推論」のレイヤーを提供しているのである。従来の API コールがトー

クン数、すなわち入出力のサイズに基づいて課金されていたのに対し 14、「思考予算」

という概念は、計算の「深さ」という新たな価格設定と性能の次元を導入する 16。これ

により、単一の基盤モデルから、タスクの価値に応じた製品スペクトラム（単純な要約

のための「浅い思考」から、複雑なコード生成のための「深い思考」まで）を生み出す

ことが可能になる。これは、Google が単なるテキスト生成プロバイダーから、「推論

コンピュート」という、より抽象的で価値の高いリソースのユーティリティプロバイダ

ーへと進化していることを示唆している。 

 

思考サマリー 

 

エンタープライズや開発者向けには、モデルの生の思考プロセスを整理し、監査可能な



形式で提示する「思考サマリー」機能が提供される 16。この透明性は、デバッグ、検

証、そしてビジネスロジックとの整合性を確保する上で不可欠である。 

 

1.3 Deep Think：並列性と強化学習による推論の増強 

 

 

コアメカニズム 

 

Deep Think は、Gemini 2.5 Pro の上位に位置する強化された推論モードである。その

決定的な特徴は、**並列思考（Parallel Thinking）と強化学習（Reinforcement 
Learning、RL）**における最先端の研究技術の応用にある 1。単一の直線的な思考連鎖

を追うのではなく、この設定はモデルが複数の可能な解決経路を同時に探求、評価、修

正、さらには統合し、最終的な答えに到達することを可能にする 1。 

 

他の推論技術との比較 

 

● Chain - of - Thought (CoT) ：CoT は直線的で段階的なプロセスである。効果的で

はあるが、初期段階での誤りが思考連鎖全体を損なう脆弱性を持つ。並列的な探求

を必要とする問題には不向きである 21。 
● Tree of Thoughts (ToT) ：ToT は複数の推論の枝を探求し、木構造を形成する改

良版である。これにより、異なる経路の評価やバックトラックが可能になる 22。し

かし、ユーザー間の議論では、Deep Think の「並列思考」は、単なる構造化され

た木探索以上に動的であり、コンセンサス投票やマルチエージェント的な相互作用

を含む可能性があることが示唆されている 23。 

 

強化学習の役割 

 

Deep Think モデルは、多段階の推論、問題解決、定理証明のデータを活用する新しい



RL 技術を用いて特別に訓練されている 2。この RL 訓練は、並列思考メカニズムによっ

て生成される複雑な解の探索空間をナビゲートする能力を洗練させ、より効果的で頑健

な推論経路を探求するようモデルに報酬を与えることで、その能力を強化していると考

えられる。 

 

キュレーションされた知識 

 

IMO で金メダルを獲得したバージョンのモデルには、高品質な数学の解答を集めたキ

ュレーション済みのコーパスや、オリンピックレベルの問題へのアプローチに関する一

般的なヒントも提供された 2。これは、最先端の推論能力を発揮する上で、専門的な知

識のインプットが依然として重要な要素であることを示している。 

 

第 2 部：定量的性能分析とベンチマーキング 

 

本セクションでは、Deep Think の能力をデータ中心で評価し、競争の激しい AI 市場

におけるその位置付けを明らかにする。 

 

2.1 数学的卓越性：形式的推論における新たなフロンティア 

 

 

国際数学オリンピック（IMO）2025  

 

最も特筆すべき成果は、Gemini Deep Think の先進バージョンが達成した金メダル級の

性能である。このモデルは、6 問中 5 問を完答し、42 点満点中 35 点を獲得した 2。こ

れは、形式言語への翻訳や数日間の計算を必要とした以前のシステムとは異なり、4.5
時間の制限時間内に自然言語で直接問題を解決したという点で画期的である 2。 



 

一般公開バージョン 

 

Google  AI Ultra の加入者にリリースされたバージョンは、より高速で実用的な派生版

であり、内部評価によれば 2025 年の IMO ベンチマークで銅メダル級の性能に達して

いる 1。 

 

AIME 2025 ベンチマーク 

 

ユーザーレポートや技術ニュースアグリゲーターは、Deep Think が米国の高校生向け

難関数学コンテストである AIME 2025 において、**99.2%** という驚異的なスコアを

記録したと伝えている 3。これは、Deep Think を搭載しない Gemini 2.5 Pro
（Thinking）のスコア 88.0% 11 を大幅に上回り、このベンチマークの絶対的なトップに

位置づけるものである。 

Google DeepMind が IMO や LiveCodeBench のような極めて困難で推論集約的なベン

チマークでトップを目指すのは、単なる名声のためではない。これは戦略的な研究開発

手法である。これらの「頂点」となる課題をターゲットにすることで、他の推論タスク

にも波及効果をもたらす新しいアーキテクチャ（並列思考など）の開発を強制してい

る。MMLU のような一般知識ベンチマークのスコア向上は、データやモデルサイズの

スケーリングによって達成できる場合が多い。しかし、IMO の問題や競争プログラミ

ングの課題を解決するには、論理的推論、計画、自己修正といった、より根本的な推論

能力の向上が不可欠である。IMO 金メダルを達成するために開発された技術（並列探

求、推論のための RL）2 は、HLE や LiveCodeBench など他のベンチマークの性能を向

上させる技術と同一である 3。これは、Google がこれらの超難関ベンチマークを、真

の推論能力の革新を促す「強制関数」として利用していることを示唆している。既存手

法をスケールさせるよりも、これらの課題を解決することが、より汎用的な AI への効

率的な道筋であると考えているのである。 

 

2.2 アルゴリズムおよびコーディング能力：ソフトウェア工学における最先端 

 



 

LiveCodeBench  

 

Deep Think は、競争プログラミングレベルの難易度が高いベンチマークである

LiveCodeBench V6 において、**87.6%**という最高水準のスコアを達成した 3。これ

は、ベースとなる Gemini 2.5 Pro（Thinking）のスコア 69.0 % 11 や、主要な競合モデル

を大幅に上回るものである 24。 

 

SWE-Bench Verified  

 

現実世界の GitHub イシューを解決する能力を測る、エージェント的コーディングの業

界標準ベンチマークにおいて、ベースの Gemini 2.5 Pro は複数回の試行で 67.2%のス

コアを記録している 11。Deep Think の具体的なスコアは公表されていないが、

LiveCodeBench での圧倒的な性能から、ここでも卓越した能力を発揮することが推測

される。 

 

その他のリーダーボード 

 

ベースとなる Gemini 2.5 Pro モデルは、すでに WebDev Arena や LMArena といった

人気のリーダーボードでトップに立っており 14、Deep Think がその強力な基盤の上に

構築されていることを示している。 

 

2.3 一般的推論とマルチモーダル理解 

 

 

Humanity's Last Exam (HLE)  

 



Deep Think は、人間の知識と推論のフロンティアをテストするために設計されたこの

ベンチマークにおいて、外部ツールなしで**34.8%**のスコアを記録した 3。これは、

ベースの Gemini 2.5 Pro のスコア 21.6% 11 からの著しい向上である。 

 

MMMU (マルチモーダル推論) 

 

ベースの 2.5 Pro が 82.0 % 11、Deep Think が 

84.0%  16 のスコアを達成しており、その強化された推論能力がマルチモーダル入力に

も及んでいることを示している。 

 

GPQA (大学院レベルの Q&A)  

 

Gemini 2.5 Pro は、大学院レベルの専門的推論を測る GPQA diamond において、Deep 
Think の強化なしでさえ 86.4%という最高水準のスコアを記録しており、非常に高い基

礎能力を持っている 11。 

 

2.4 比較リーダーボード分析 

 

AI 業界全体で、研究モデルの性能（IMO 金メダル、数時間の計算）と、消費者に提供

される製品版の性能（IMO 銅メダル、対話的な速度）との間には、重大なギャップが

存在する 1。この「製品化ギャップ」は、業界全体における重要でありながら見過ごさ

れがちな指標である。ヘッドラインを飾るベンチマークスコアの多くは、リアルタイム

製品としては経済的に成り立たない、膨大なテスト時計算（多数決アンサンブルなど）

を用いた研究グレードのモデルによって達成されている。Google がこのギャップにつ

いて、公開版は高速だがベンチマークスコアは低いと明言している点は、異例の透明性

と言える 1。この「製品化ギャップ」は、最先端の能力と経済的・実用的な現実（レイ

テンシ、コスト）との間の現在のトレードオフを表している。このギャップが時間とと

もにどのように縮小していくかを追跡することは、AI の効率性と推論最適化における



進歩を測る上で、生のベンチマークスコア自体を追跡するのと同じくらい重要である。

それは、フロンティア研究がどれだけ迅速にアクセス可能な技術に転換されるかを測る

指標となる。 

以下の表 1 は、主要なフロンティア AI モデルの性能を横断的に比較したものである。 

 

ベンチマ

ーク 
Gemini 
2.5 Pro 
Deep 
Think  

Gemini 
2.5 Pro 

OpenAI 
GPT-5 
Pro 

OpenAI 
o3 

OpenAI 
GPT- 4o 

Anthropi
c Claude  
4 Opus 

Anthropi
c Claude  
3.7 
Sonne t 

AIME 
2025  (数
学) 

99.2%  3 88.0 % 14 10 0 % 
(w/ 
Python) 
25 

61.9% 
(w/ 
Python) 
25 

42.1% 
(w/ 
Python) 
25 

75.5% 26 80 .0 % 
(Extend
ed) 27 

LiveCod
eBench  
(コーデ

ィング) 

87.6%  3 73.6% 24 74.9% 
(Thinkin
g) 28 

75.8% 
(High) 24 

29.5% 24 56.6% 
(Thinkin
g) 24 

55.9% 
(Thinkin
g) 24 

Humani
ty's 
Last 
Exam 
(推論) 

34.8%  3 21.6% 14 42.0 % 29 20 .3% 29 
N/A N/A N/A 

GPQA 
Diamon
d  (大学

院レベル

Q&A) 

N/A 86.4%  14 89.4% 
(w/ 
Python) 
28 

83.3% 28 70 .1% 28 
N/A 84.8% 

(Extend
ed) 27 

MMLU  
(一般知

識) 

N/A 89.2% 
(Global 
MMLU) 
14 

N/A N/A 88.7% 30  86.8% 31 
N/A 



SWE-
Bench 
Verified  
(エージ

ェント的

コーディ

ング) 

N/A 67.2% 14 74.9% 
(Thinkin
g) 25 

69.1% 
(Thinkin
g) 28 

30 .8% 
(Thinkin
g) 28 

72.5% 32 70 .3% 
(Custom
) 33 

        

表 1：フ

ロンティ

ア AI モ
デルの比

較ベンチ

マーク性

能

（2025
年）。ス

コアは、

特に明記

されてい

ない限

り、最も

高い報告

値を採

用。 

       

 

vs. OpenAI Models (GPT -4o, o3, GPT-5) 

 

● LiveCodeBench では、Deep Think の 87.6% 3 は、O4-Mini（80.2%）や O3
（75.8%）といったモデルを大きく上回り、特に GPT-4o（29.5%）に対しては圧

倒的な差をつけている 24。 
● AIME 2025 では、Deep Think の 99.2% 3 は、未リリースの GPT-5 Pro の 100% 25 

に匹敵する性能であり、GPT-4o の 42.1%（Python 使用時）25 をはるかに凌駕し

ている。 
● 定性的なユーザーレポートによれば、Deep Think はソフトウェア開発の文脈にお



いて、OpenAI の強力な o3- pro モデルに対して効果的に反論し、より洗練された

解決策を提案できる最初のモデルであると評価されている 35。 

 

vs. Anthropic Models (Claude 3 Opus, Claude 4)  

 

● HumanEval のようなコーディングベンチマークでは、Claude 3 Opus が 84.9%と

いう高いスコアを記録しているが 31、より複雑なエージェント的コーディングタス

クにおける Deep Think の卓越した性能は、これを上回る可能性が高い。 
● GSM8K のような数学ベンチマークでは、Claude 3 Opus が 95.0%を達成している

が 31、はるかに難易度の高い AIME 2025 でほぼ満点を記録した Deep Think は、数

学的推論能力において別次元にあると言える。 

 

第 3 部：戦略的応用と定性的能力 

 

本セクションでは、ベンチマークの数値を実世界でのインパクトへと転換し、Deep 
Think 独自の質的能力と潜在的なユースケースを探る。 

 

3.1 科学的発見と数学研究の加速 

 

 

協働パートナーとしての役割 

 

Deep Think は、研究者が数学的な予想を立てて探求したり、複雑な科学文献を深く読

み解いたりするのを助ける強力なツールとして位置づけられている 1。 

 

検索を超えた統合能力 



 

初期のフィードバックでは、このモデルが単に論文を記憶しているだけでなく、複数の

論文にまたがるアイデアを新しい方法で「融合」させることができ、発見に不可欠な統

合能力を示していると指摘されている 4。これは、情報検索から知識創造への移行を意

味する。 

 

3.2 複雑なソフトウェア開発と反復的設計の変革 

 

 

優れた問題定式化 

 

Deep Think は、問題の定式化、トレードオフの考慮、時間計算量の検討が最も重要と

なる難解なコーディング問題で卓越した能力を発揮する 1。これは単なるコード記述能

力を超えた、アーキテクチャ的思考能力である。 

 

定性的な優位性 

 

ある開発者による Reddit での逸話的な証言は、この点を象徴している。OpenAI の
o3- pro が「場当たり的なコードベースの解決策」を提案したのに対し、Deep Think
は初回でより正しく洗練された解決策を提案した。さらに重要なのは、挑戦された際

に、Deep Think がその優れたアプローチを擁護し、最適でない案に反論できたことで

あり、ソフトウェア工学の原則に対する深い理解を示した 36。この質的な違いは、AI
が単なる「コード生成機」から、アーキテクチャ上の判断力を持つ「AI テックリー

ド」へと進化しつつあることを示唆している。これまでの開発者が AI を「賢い自動補

完」として使うモデルから、アーキテクチャの選択肢について議論する「スパーリング

パートナー」として活用するモデルへと移行する可能性があり、これははるかに価値の

高い応用である。 

 



創造的・反復的タスク 

 

このモデルは、小さな変更を時間をかけて積み重ねて何かを構築するようなタスクで、

目覚ましい結果を示している 11。Ethan Mollick 氏の早期アクセスレビューでは、彼の

標準的な「宇宙船のコントロールパネル」プロンプトに対し、3D インターフェースを

生成した最初のモデルであったと報告されており、ウェブ開発における高度な創造性と

能力を示している 3。 

 

3.3 100 万トークンコンテキストウィンドウの活用 

 

 

高度な推論との相乗効果 

 

100 万トークン（将来的には 200 万トークンも視野に）のコンテキストウィンドウ

は、ベースとなる Gemini 2.5 Pro モデルの強力な特徴である 11。これが Deep Think の

推論能力と組み合わさることで、広大なデータセットに対する前例のない分析が可能に

なる。 

 

エンタープライズユースケース 

 

これにより、コードベース全体（最大 5 万行）、大規模な訴訟ファイル、広範な財務

報告書などを一度に処理し、モデルがコーパス全体について包括的に推論することが可

能になる 17。例えば、ある企業は、契約書ポートフォリオ全体をアップロードしてシス

テム的なリスクを特定できる。これは、従来は複雑なチャンキングや埋め込み戦略なし

には不可能だったタスクである 37。 

この巨大なコンテキストウィンドウと Deep Think の推論能力の組み合わせは、既存の

多くの検索拡張生成（Retrieval-Augmented Generation 、RAG）アーキテクチャに直接

的な挑戦を突きつけている。RAG は、小さなコンテキストウィンドウを回避するため



の回避策として開発された 38。しかし、10 0 万トークンのコンテキストウィンドウが

あれば、大規模な文書や複数の文書を直接モデルのコンテキストにロードできる 37。

Deep Think がこの広範なコンテキスト全体を深く推論する能力と組み合わせること

で、多くのタスクにおいて外部の RAG システムの必要性は薄れる。モデルは、ソース

資料に対して完璧な忠実性を保ちながら、内部で独自の「検索」と統合を実行できるか

らだ。これは、エンタープライズ AI スタックの簡素化につながり、複雑な RAG のた

めのデータエンジニアリングパイプラインから、強力なフロンティアモデルによるより

直接的なインコンテキスト推論への移行を促す可能性がある。 

 

エージェント的ワークフロー 

 

AI エージェントにとって、広大なコンテキストウィンドウは巨大な短期記憶として機

能し、情報損失なしに、長く複雑で多段階のタスクにわたって状態と文脈を維持するこ

とを可能にする 38。 

 

第 4 部：アクセス、制約、および戦略的意義 

 

本セクションでは、Deep Think を利用する上での現実的な側面と、AI 業界全体に対す

るその広範な意味合いを検証する。 

 

4.1 Google AI Ultra エコシステム：フロンティアモデルのためのプレミアムティア 

 

 

サブスクリプションモデル 

 

Deep Think へのアクセスは、Google AI Ultra サブスクリプションプランに限定され

ている 1。このプランの価格は 



月額$249.99 （導入割引あり）である 5。 

 

ターゲットオーディエンス 

 

価格設定と機能セットは、「映画制作者、開発者、クリエイティブ専門家、あるいは単

に Google AI の絶対的な最高を求める人々」というニッチなオーディエンスを明確に

ターゲットにしている 40。これはマスマーケット向けの製品ではない。 

 

バンドル機能 

 

Ultra プランは、Deep Think へのアクセスに加え、Veo 3 動画生成モデルや Flow フィ

ルムメイキングツールといった他の Google AI 製品の最高利用限度、30 TB の Google 
One ストレージ、YouTube Premium サブスクリプションなどをバンドルしている 5。
この月額$250 の「Ultra」ティアの導入は、AI へのアクセスにおける明確な 3 層構造

（無料、Pro、Ultra）を生み出す。これは、インターネットへのアクセスだけでなく、

計算知能のレベルに基づいた新しい種類のデジタルデバイドの出現を示唆している。

Pro と Ultra の性能差は漸進的なものではなく、特定の複雑なタスクにおいては能力の

段階的な変化である。これは、高額なプレミアムを支払う意思のある研究者、開発者、

企業が、最も困難な問題を解決する上で具体的な優位性を持つことを意味する。長期的

には、これは「Ultra ティア」の AI にアクセスできる者とそうでない者との間でイノ

ベーションの速度に格差を生む可能性がある。 

以下の表 2 は、Google AI の各サブスクリプションティアの比較を示している。 

 

機能 無料 Google AI Pro  Google AI Ultra  

価格 $0  $19.99 /月 $249.99 /月 

ベースモデルア Gemini 2.5 Flash Gemini 2.5 Pro
への拡張アクセ

Gemini 2.5 Pro
への最高アクセ



クセス ス ス 

Deep Think ア

クセス 
なし なし あり 

Veo モデルアク

セス 
なし Veo 3 Fast への

限定アクセス 
Veo 3 への最高

アクセス 

コンテキストウ

ィンドウ 
32K トークン 1M トークン 1M トークン 

Deep Research  限定的 拡張アクセス 最高アクセス 

ストレージ 15 GB 2 TB 30 TB 

YouTube 
Premium  

なし なし あり（個人プラ

ン） 

    

表 2：Google AI
サブスクリプシ

ョンティアと機

能アクセスの比

較。5 に基づ

く。 

    

 

4.2 内在する制約：フロンティア推論の高コスト 

 

 

計算コストと利用制限 

 

最大の制約は、その莫大な計算コストである。Google のプロダクトマネージャーは、



このモデルが「稼働に大量の計算を要し」、すでに高負荷の TPU 上で実行されるた

め、リリースが制約されていることを認めている 45。これは、ユーザーに対する極めて

厳しい利用制限に直結する。公式発表では「1 日あたりの固定プロンプト数」と言及さ

れており 1、Reddit のユーザー報告では、1 日あたりわずか 

5 リクエストという低い制限が具体的に示されている 6。 

 

レイテンシ 

 

製品版は数時間かかる研究モデルよりは高速だが、深い推論プロセスは、標準的な

LLM の応答よりも本質的に多くのレイテンシを伴う 1。 

 

安全性と拒否傾向 

 

Google 自身のテストにより、Deep Think は Gemini 2.5 Pro と比較して「無害なリク

エストを拒否する傾向が高い」ことが明らかになっている 1。これは、より高度な問題

解決能力に伴うリスクの増大に対応するための、意図的な安全対策である 1。モデル

は、悪用の可能性に関する重大な能力レベルに対して評価されている 7。 

Deep Think の高い拒否率は、バグではなく、フロンティア AI の安全性における一つ

の特徴である。モデルがよりエージェント的になり、複雑な多段階計画が可能になるに

つれて、悪用の可能性は劇的に増大する。拒否率の高さは、この「デュアルユース」リ

スクに対する直接的、しかしながらやや鈍直な緩和策である。複雑な数学の定理を解く

多段階の解決策を考案できるモデル 2 は、悪意のある目的のための多段階計画を考案す

るためにも、同じ基礎的な推論能力を使用できてしまう。Google はこの点を明確に認

識しており、「複雑性の増大に伴うリスクをより深く検討している」と述べている 1。
高い拒否率は、潜在的に有害な推論経路につながる可能性のあるプロンプトを検出した

際に、安全システムが非常に慎重に調整されている結果である。これは、能力がスケー

ルするにつれて、悪用のための「攻撃対象領域」もスケールするという、業界にとって

の核心的な課題を露呈している。これにより、企業はオープンエンドな能力と厳格な安

全性との間で困難なトレードオフを迫られることになり、最も強力なモデルのユーザー

エクスペリエンスと実用性に直接影響を与えるだろう。 



 

4.3 結論的分析：AI の軌跡における Deep Think の役割 

 

 

「能力のシグナル」として 

 

Deep Think は、市場および研究コミュニティに対し、Google  DeepMind が基礎的な

AI 推論においてリーダーシップを握っていることを示す強力なシグナルとして機能す

る。そのリリース、特に IMO での成果は、AI 競争における技術的優位性のナラティブ

を取り戻すための戦略的な動きである。 

 

実用性のフロンティア 

 

このモデルは、最先端の能力が経済的・計算的な現実の厳しい制約と交差する、まさに

最前線に存在する。その制約（コスト、速度、アクセス）は、このような強力な推論能

力を広く利用可能にするために、この分野が克服しなければならない現在の工学的課題

を定義している。 

 

AGI への示唆 

 

並列思考のような、より人間に近い推論パラダイムへの移行は、より汎用的で有能な

AI への道のりにおける重要な一歩である。かつては人間の知性の専売特許であった領

域（創造的な数学的問題解決など）で成功を収めることにより、Deep Think は、AI が
単なる生産性向上ツールではなく、発見と革新における真のパートナーとなる未来を垣

間見せている。 
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